
2025年度「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧：リハビリテーション学部理学療法学科（2024年度以前入学生用カリキュラム）

科目
担当教員

（※実務経験者）
単位数

配当
年次

必・選

社会 観光学 若原　圭子※ 2 2前 選択

組織 コミュニケーション論 片岡　幸彦※ 2 2前 選択
地域・ボランティア スポーツボランティアⅡ 杉山　真理※ 1 2前・後 選択

富田　義人

重國　宏次※

精神医学 河邊　宗知※ 2 3前 必修

重國　宏次※

森本　晃司

小児科学 江添　隆範※ 1 3後 必修

老年医学 五嶋　裕子※ 2 3後 必修

地域共生のための連携活動Ⅰ 中村　泰規※ 2 3後 必修

富田　義人

新泉　一美※

伯母　治※

リハビリテーション医療工学 安田　和弘※ 1 3後 選択

運動器理学療法評価学 重國　宏次※ 2 2前 必修

運動器理学療法評価学実習 重國　宏次※ 1 2前 必修

義肢装具学 大武　聖※ 2 3前 必修

義肢装具学実習 大武　聖※ 1 3前 必修

日常生活活動学 杉山　真理※ 2 2後 必修

日常生活活動学実習 杉山　真理※ 1 2後 必修

運動器理学療法学 中村　泰規※ 2 2後 必修

運動器理学療法学実習 中村　泰規※ 1 2後 必修

神経理学療法学 安田　和弘※ 2 2後 必修

神経理学療法学実習 安田　和弘※ 1 2後 必修

小児理学療法学 佐藤　政広※ 2 3後 必修

田畑　稔

五嶋　裕子※

中村　泰規※

富田　義人

杉山　真理※

有薗　暢子※
地域理学療法学 生活環境学 杉山　真理※ 1 3前 必修

在宅医療・介護の推進

健康寿命の延伸

区　分

人体の構造と機
能及び心身の発

達
運動学Ⅱ

理学療法評価学

理
学
療
法
治
療
学

基

礎

科

目

職
業
専
門
科
目

必修

必修3後

3後

1

1

必修2

保健医療福祉と
リハビリテー
ションの理念

1 4後 必修地域共生のための連携活動Ⅱ

疾病と障害の成
り立ち及び回復

過程の促進

必修2前2整形外科学

2通
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2025年度「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧：リハビリテーション学部理学療法学科（2024年度以前入学生用カリキュラム）

科目
担当教員

（※実務経験者）
単位数

配当
年次

必・選区　分

丸山　陽介※

田畑　稔

鳥居　昭久

大矢　暢久

加藤　剛平

森本　晃司

武井　圭一

富田　義人

杉山　真理※

五嶋　裕子※

重國　宏次※

田中　直樹

安田　和弘※

大武　聖※

大武　聖※

田畑　稔

鳥居　昭久

大矢　暢久

加藤　剛平

森本　晃司

武井　圭一

富田　義人

杉山　真理※

五嶋　裕子※

重國　宏次※

田中　直樹

安田　和弘※

丸山　陽介※

丸山　陽介※

田畑　稔

鳥居　昭久

大矢　暢久

加藤　剛平

森本　晃司

武井　圭一

富田　義人

杉山　真理※

五嶋　裕子※

重國　宏次※

田中　直樹

安田　和弘※

大武　聖※

加藤　剛平

田畑　稔

鳥居　昭久

大矢　暢久

森本　晃司

武井　圭一

富田　義人

杉山　真理※

五嶋　裕子※

重國　宏次※

田中　直樹

安田　和弘※

丸山　陽介※

大武　聖※

職
業
専
門
科
目

検査・測定実習

臨
床
実
習

評価実習

総合実習

地域実習

必修2後2

必修4前8

必修8 4前

必修4後1
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2025年度「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧：リハビリテーション学部理学療法学科（2024年度以前入学生用カリキュラム）

科目
担当教員

（※実務経験者）
単位数

配当
年次

必・選区　分

小野寺　哲夫※

田中　直樹

コーチングの理論とスポーツとの連携Ⅰ 片岡 幸彦※ 2 2後 選択

コーチングの理論とスポーツとの連携Ⅱ 片岡 幸彦※ 1 3前 選択

ユニバーサルツーリズムと外出支援Ⅰ 若原　圭子※ 2 2後 選択

ユニバーサルツーリズムと外出支援Ⅱ 若原　圭子※ 1 3前 選択

手話による聴覚障害者とのコミュニケーションⅠ 有薗　暢子※ 2 2後 選択

手話による聴覚障害者とのコミュニケーションⅡ 有薗　暢子※ 1 3前 選択

実践マーケティング戦略 國友　幸恵※ 2 2前 必修

保健医療経営Ⅰ 田中　智恵子※ 2 2後 必修

保健医療経営Ⅱ 田中　智恵子※ 1 3前 選択

実務リーダーのための財務会計Ⅱ 原田　佳明※ 1 2前 選択

ビジネスのための法律 塩田　英治※ 1 2前 選択

ビジネスのためのIT 宮脇　啓透※ 1 2前 選択

事業計画策定概論 岩佐　浩之※ 2 3後 選択

総合事業開発 古尾谷　博次※ 1 4後 選択

丸山　陽介※

田畑　稔

鳥居　昭久

大矢　暢久

加藤　剛平

森本　晃司

武井　圭一

富田　義人

杉山　真理※

田中　直樹

安田　和弘※

大武　聖※

丸山　陽介※

田畑　稔

鳥居　昭久

大矢　暢久

加藤　剛平

森本　晃司

武井　圭一

富田　義人

杉山　真理※

田中　直樹

安田　和弘※

大武　聖※

丸山　陽介※

田畑　稔

鳥居　昭久

大矢　暢久

加藤　剛平

森本　晃司

武井　圭一

富田　義人

杉山　真理※

田中　直樹

安田　和弘※

大武　聖※

丸山　陽介※

田畑　稔

鳥居　昭久

大矢　暢久

加藤　剛平

森本　晃司

武井　圭一

富田　義人

杉山　真理※

田中　直樹

安田　和弘※

大武　聖※

合計単位数 82単位

展
開
科
目

隣
接
他
分
野

共生社会の展開と実践

組

織

の

経

営

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

必修3後1理学療法研究基礎ゼミナールⅡ

理学療法研究卒業ゼミナールⅠ

総
合
科
目

統合分野 3後1 必修

必修4前1

必修3前1

必修4後1理学療法研究卒業ゼミナールⅡ

理学療法研究基礎ゼミナールⅠ
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2025年度「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧：リハビリテーション学部理学療法学科（2025年度入学生用カリキュラム）

授業科目の名称
担当教員

（※実務経験者）
単位数

配当
年次

必・選

大矢　暢久

重國　宏次※

重國　宏次※

大矢　暢久

心理学・臨床心理学 小野寺　哲夫※ 2 1前 必修

法律学 山田　守彦※ 2 1～2 選択

菊地　みほ

有薗　暢子※
科学 生物学 海野　俊平※ 2 1前 必修

解剖学Ⅰ 丸山　陽介※ 1 1前 必修

解剖学Ⅱ 丸山　陽介※ 1 1後 必修

解剖学実習 丸山　陽介※ 1 1後 必修

生理学Ⅰ 海野　俊平※ 1 1前 必修

生理学Ⅱ 海野　俊平※ 1 1後 必修

生理学実習 海野　俊平※ 1 1後 必修

運動学Ⅱ 重國　宏次※ 1 1後 必修

基礎理学療法概論 五嶋　裕子※ 2 1前 必修

基礎理学療法概論実習 五嶋　裕子※ 1 1後 必修
理学療法評価学 基礎理学療法評価学実習 大武　聖※ 1 1後 必修

田畑　稔

鳥居　昭久

大矢　暢久

加藤　剛平

森本　晃司

武井　圭一

富田　義人

杉山　真理※

五嶋　裕子※

重國　宏次※

田中　直樹

安田　和弘※

丸山　陽介※

大武　聖※

理学・作業療法士のための音楽 平野　夏子※ 2 1～4 選択

音楽療法Ⅰ（音楽療法の理論と技法） 平野　夏子※ 2 1～4 選択

手話による聴覚障害者とのコミュニケーションⅠ 有薗　暢子※ 2 1～4 選択

手話による聴覚障害者とのコミュニケーションⅡ 有薗　暢子※ 1 1～4 選択

合計単位数 29単位

基

礎

科

目

社
会

必修

区　分

組織 必修1前2コミュニケーション論

必修1後

1前

1

1

リハビリテーション基礎Ⅰ

敬心における共生論

展

開

科

目

隣
接
他
分
野

職

業

専

門

科

目

人
体
の
構
造
と
機

能
及
び
心
身
の
発

達

基礎理学療法学

必修1後1臨床実習 見学実習

1



2025年度「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧：リハビリテーション学部作業療法学科（2024年度以前入学生用カリキュラム）

科目
担当教員

（※実務経験者）
単位数

配当
年次

必・選

社会 観光学 若原　圭子※ 2 2前 選択

組織 コミュニケーション論 片岡　幸彦※ 2 1前・2前 選択

機能解剖学 丸山　陽介※ 1 2前 必修

生理学実習 海野　俊平※ 1 2前 必修

運動学Ⅱ 伯母　治※ 1 2前 必修

運動学実習 新泉　一美※ 1 2後 必修

精神医学 齋藤　久恵※ 2 2後 必修

整形外科学 井川　大樹※ 2 2前 必修

神経内科学 新泉　一美※ 2 2前 必修

小児科学 江添　隆範※ 2 3前 必修

内科学 近野　智子※ 2 2前 必修

老年医学 伯母　治※ 2 3前 必修

地域共生のための連携活動Ⅰ 伯母　治※ 2 3後 必修

新泉　一美※

富田　義人

伯母　治※

作業療法管理学 作業療法管理学Ⅱ 近野　智子※ 1 4後 必修

身体機能作業療法評価学 新泉　一美※ 1 2後 必修

精神機能作業療法評価学 齋藤　久恵※ 1 2前 必修

発達障害作業療法評価学 佐々木　清子※ 1 2前 必修

高次脳機能作業療法評価学 佐藤　淳矢※ 1 2後 必修

日常生活活動作業療法評価学 新泉　一美※ 1 2後 必修

身体機能作業療法治療学Ⅰ 坂本　俊夫※ 1 3前 必修

身体機能作業療法治療学実習Ⅰ 佐藤　淳矢※ 1 3後 必修

身体機能作業療法治療学Ⅱ 坂本　俊夫※ 1 3前 必修

身体機能作業療法治療学実習Ⅱ 井川　大樹※ 1 3後 必修

身体機能作業療法治療学Ⅲ 大澤　彩※ 1 3前 必修

佐藤　淳矢※

井川　大樹※

精神機能作業療法治療学 齋藤　久恵※ 1 3前 必修

精神機能作業療法治療学実習 河邊　宗知※ 1 3後 必修

発達障害作業療法治療学 畠山　久司※ 1 3前 必修

佐々木　清※

畠山　久司※

高齢期作業療法治療学 秋元　美穂※ 1 3前 必修

高齢期作業療法治療学実習 秋元　美穂※ 1 3後 必修

高次脳機能作業療法治療学 大澤　彩※ 1 3前 必修

高次脳機能作業療法治療学実習 大澤　彩※ 1 3後 必修

日常生活活動作業療法治療学 井口　佳晴※ 1 3前 必修

日常生活活動作業療法治療学実習 井口　佳晴※ 1 3後 必修

日常生活活動支援治療学 井川　大樹※ 1 3前 必修

日常生活活動支援治療学実習 佐藤　淳矢※ 1 3後 必修

秋元　美穂※

河邊　宗知※

井口　佳晴※

井口　佳晴※

坂本　俊夫※

秋元　美穂※

大澤　彩※

佐々木　清子※

緩和ケアと作業療法 吉澤　いづみ※ 1 3後 選択

齋藤　久恵※

近野　智子※

生活環境学 秋元　美穂※ 1 3後 必修

地域作業療法学実習 畠山　久司※ 1 4後 必修

障害児教育と作業療法 坂本　俊夫※ 1 3前 選択

発達･精神障害に対する社会生活力と作業療法 河邊　宗知※ 1 3前 選択

身体機能作業療法治療学実習Ⅲ 必修3後1

発達障害作業療法治療学実習 必修

区　分

人
体
の
構

造
と
機
能

及
び
心
身

の
発
達

基

礎

科

目

作
業
療
法
治
療
学

作

業

療

法

評

価

学

職
業
専
門
科
目

疾
病
と
障
害
の

成
り
立
ち
及
び

回
復
過
程
の
促

進

地域共生のための連携活動Ⅱ

保
健
医
療

福
祉
と
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の
理
念

必修4後1

3後1

健康寿命の延伸 3後1 必修

在宅医療・介護の推進 必修3後1

必修3後1就労支援論地

域

作

業

療

法

学
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2025年度「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧：リハビリテーション学部作業療法学科（2024年度以前入学生用カリキュラム）

新泉　一美※

大澤　彩※

伯母　治※

近野　智子※

猪股　英輔

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

井川　大輔※

畠山　久司※

佐藤　淳矢※

河邊　宗知※

井口　佳晴※

新泉　一美※

大澤　彩※

伯母　治※

近野　智子※

猪股　英輔

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

井川　大輔※

畠山　久司※

佐藤　淳矢※

河邊　宗知※

井口　佳晴※

近野　智子※

大澤　彩※

伯母　治※

新泉　一美※

猪股　英輔

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

井川　大輔※

畠山　久司※

佐藤　淳矢※

河邊　宗知※

井口　佳晴※

近野　智子※

大澤　彩※

伯母　治※

新泉　一美※

猪股　英輔

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

井川　大輔※

畠山　久司※

佐藤　淳矢※

河邊　宗知※

井口　佳晴※

佐藤　淳矢※

近野　智子※

大澤　彩※

伯母　治※

新泉　一美※

猪股　英輔

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

井川　大輔※

畠山　久司※

河邊　宗知※

井口　佳晴※

職
業
専
門
科
目

9

総合実習Ⅱ 必修

臨
床
実
習

必修4後2

必修2後3評価実習Ⅰ

評価実習Ⅱ 必修2後2

総合実習Ⅰ 必修4前

4前9

地域実習
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2025年度「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧：リハビリテーション学部作業療法学科（2024年度以前入学生用カリキュラム）

小野寺　哲夫※

田中　直樹

ユニバーサルツーリズムと外出支援Ⅰ 若原　圭子※ 2 2後 必修

ユニバーサルツーリズムと外出支援Ⅱ 若原　圭子※ 1 3前 必修

音楽療法によるQOLの維持向上Ⅰ 平野　夏子※ 2 2後 選択

音楽療法によるQOLの維持向上Ⅱ 平野　夏子※ 1 3前 選択

手話による聴覚障害者とのコミュニケーションⅠ 有薗　暢子※ 2 2後 選択

手話による聴覚障害者とのコミュニケーションⅡ 有薗　暢子※ 1 3前 選択

実践マーケティング戦略 國友　幸恵※ 2 2前 必修

保健医療経営Ⅰ 田中　智恵子※ 2 2後 必修

保健医療経営Ⅱ 田中　智恵子※ 1 3前 選択

実務リーダーのための財務会計Ⅱ 原田　佳明※ 1 2前 選択

ビジネスのための法律 塩田　英治※ 1 2前 選択

ビジネスのためのIT 宮脇　啓透※ 1 2前 選択

事業計画策定概論 岩佐　浩之※ 2 3後 選択

総合事業開発 古尾谷　博次※ 1 4後 選択

井川　大樹※

近野　智子※

畠山　久司※

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

猪股　英輔

井口　佳晴※

佐藤　淳矢※

河邊　宗知※

新泉　一美※

伯母　治※

大澤　彩※

小野寺　哲夫※

井川　大樹※

近野　智子※

畠山　久司※

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

猪股　英輔

井口　佳晴※

佐藤　淳矢※

河邊　宗知※

新泉　一美※

伯母　治※

大澤　彩※

小野寺　哲夫※

井川　大樹※

近野　智子※

畠山　久司※

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

猪股　英輔

井口　佳晴※

佐藤　淳矢※

河邊　宗知※

新泉　一美※

伯母　治※

大澤　彩※

小野寺　哲夫※

井川　大樹※

近野　智子※

畠山　久司※

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

猪股　英輔

井口　佳晴※

佐藤　淳矢※

河邊　宗知※

新泉　一美※

伯母　治※

大澤　彩※

小野寺　哲夫※

合計単位数 105単位

総
合
科
目

必修3後1

必修3前1

必修4前

3後 必修1

1

必修4後1

組
織
の
経
営
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

展
開
科
目

隣
接
他
分
野

作業療法研究卒業ゼミナールⅡ

作業療法研究卒業ゼミナールⅠ

作業療法研究基礎ゼミナールⅡ

作業療法研究基礎ゼミナールⅠ

統合分野 共生社会の展開と実践

3



2025年度「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧：リハビリテーション学部作業療法学科（2025年度入学生用カリキュラム）

科目
担当教員

（※実務経験者）
単位数

配当
年次

必・選

菊地　みほ

井口　佳晴※

菊地　みほ

井口　佳晴※

心理学 小野寺　哲夫※ 2 1前 必修

法律学 山田　守彦※ 2 1～2 選択

菊地　みほ

有薗　暢子※

科学 生物学 海野　俊平※ 2 1前 必修

解剖学Ⅰ 丸山　陽介※ 1 1前 必修

解剖学Ⅱ 丸山　陽介※ 1 1後 必修

解剖学実習 伯母　治※ 1 1後 必修

生理学Ⅰ 海野　俊平※ 1 1前 必修

生理学Ⅱ 海野　俊平※ 1 1後 必修

運動学Ⅰ 伯母　治※ 1 1後 必修

人間発達学 坂本　俊夫※ 1 1後 必修
疾病と障害の成り立ち及び

回復過程の促進 臨床心理学 小野寺 哲夫※ 1 1後 必修
保健医療福祉とリハビリ

テーションの理念 ボランティア実習 坂本　俊夫※ 1 1後 必修

作業療法学概論 近野　智子※ 2 1前 必修

基礎作業学演習Ⅰ 畠山　久司※ 1 1前 必修

基礎作業学演習Ⅱ 河邊　宗知※ 1 1後 必修

作業療法管理学 作業療法管理学Ⅰ 近野　智子※ 2 1前 必修

井口　佳晴※

大澤　彩※

伯母　治※

近野　智子※

猪股　英輔

坂本　俊夫※

齋藤　久恵※

秋元　美穂※

井川　大輔※

畠山　久司※

佐藤　淳矢※

河邊　宗知※

新泉　一美※

理学・作業療法士のための音楽 平野　夏子※ 2 1～4 選択

音楽療法Ⅰ(音楽療法の理論と技法) 平野　夏子※ 2 1～4 選択

手話による聴覚障害者とのコミュニケーションⅠ 有薗　暢子※ 2 1～4 選択

手話による聴覚障害者とのコミュニケーションⅡ 有薗　暢子※ 1 1～4 選択

合計単位数 33単位

必修1後1

区　分

必修

必修

必修1前

1後

1前2

1

1

コミュニケーション論

リハビリテーション基礎Ⅰ

敬心における共生論

見学実習

職
業
専
門
科
目

人
体
の
構
造
と
機

能
及
び
心
身
の
発

達

基礎作業療法学

基
礎
科
目

社会

組織

隣接他分野

臨
床
実
習

1


